阪神間都市計画区域の市街化調整区域に存する既存住宅団地の自己用住宅建築行為協定書

阪神間都市計画区域の市街化調整区域に存する既存住宅団地の自己用住宅建築行為取扱要綱（平成15年要綱第33号。以下｢要綱｣という。）第6条の規定に基づき、基本的事項について協議が成立したので、猪名川町長（以下「甲」という。）と、申請者　　　　　　（以下「乙」という。）との間において、次のとおり協定を締結する。

（建築行為の概要）
第1条　乙の建築行為については、次のとおりとする。

（１）建　築　地　　　　猪名川町　

（２）建築物の用途　　　　

（３）建築内容　　　　
（４）敷地面積　　　　

（関係法令の遵守）
1． 環境の緑化、その他地域環境の整備に関する事項

1 工事の施工にあたっては、周辺の景観風致の維持に努めること。

2 工事完了後においても計画的に緑化に努めること。

2． 公害及び災害の防止のための措置並びに環境衛生に関する事項

1 建築工事中は、交通に支障のないよう配慮するとともに交通安全に留意すること。

2 防災工事をすべての工事に優先して施工し、土砂及び濁水の流出などによる災害の予防に万全を期すること。

3 建築行為に起因する災害については、その補償と復旧を責任をもって行うこと。

4 災害及び環境衛生上支障のないよう責任をもって施工すること。

5 建築工事中の騒音、振動等の防止については、必要な措置を講じること。

6 建築工事中の排水（雨水を含む。）については、農業用水路及び河川の水質汚濁を防止するため、仮設沈砂池等を設置するなど適切な措置を講じること。

7 建築工事期間中のし尿処理については、仮設トイレを1箇所にまとめて設置し、汲み取り業務が円滑に進むよう対処すること。

8 建築計画にあたり、自治会長に説明を行うこと。

9 建築工事については、早朝・夜間の工事を行わないよう努めること。なお、やむなく工事を行う場合は、隣接居住者への説明を行い理解を得ること。

10 建築工事の施工にあたり、問題等が発生した場合は誠意をもって問題の解決にあたること。

3． 建築行為の工事の時期及び期間に関する事項

1 工事期間については、承認の日から2４ヶ月間とする。

2 雨期における土工事は避けること。
4． 公園整備協力金に関する事項

1 木津東山住宅地、うぐいす台、猪名川グリーンランドの場合のみ、公園整備協力金５０，０００円を納入すること。
2 上記以外の場合は、公園整備済みのため協力金の納入は不要。

5． 本協定の不履行の場合の制裁に関する事項

1 甲は、この建築協定の事項の不履行を認めたときは、直ちに作業の停止又は改善を命じるものとし、乙は、これに従うものとする。

2 甲は、前号の指示に対して乙が従わない場合は、必要な制裁を行うものとする。

6． 本協定に定めのない事項及び疑義が生じたときは、要綱の趣旨に従い甲・乙協議のうえ、円満に解決するものとする。

　この協定の証として、本証2通を作成し、甲、乙記名押印のうえそれぞれ1通を所持するものとする。

令和　　年　　月　　日

甲　　兵庫県川辺郡猪名川町上野字北畑11の1

猪名川町長　岡　本　信　司
乙　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

